
2019年台日ソフトウェア企業商談会
中華民国（台湾）情報サービス産業協会（CISA）

商談会：2019年10月17日（木）14:00～17:30

懇親会：2019年10月17日（木）18:00～21:00

会場：品川プリンスホテル36階会議室



開催概要
• 主催：中華民国情報サービス産業協会（CISA）

• 後援：中華民国経済部工業局

• 商談会：2019年10月17日（木）14:00～17:30

• 懇親会：2019年10月17日（木）18:00～21:00

• 会場：品川プリンスホテル36階会議室

• 所在地 :東京都港区高輪4-10-30

• 出席者：台湾企業、政府機関及び日本企業、業界団体代表

13:30～14:00・・・・ 開場

14:00～14:05・・・・ 開会挨拶 CISA理事長 邱月香

14:05～14:25・・・・ 台湾側代表挨拶 中華民国工業局長官 (調整中)
中華民国駐日代表 (調整中)

14:25～14:30・・・・ 日本側代表挨拶 日本側業界団体代表

14:30～14:50・・・・ 台日企業連携事例紹介 （調整中）

14:50～15:00・・・・ 休憩

15:50～16:50・・・・ 台湾企業製品紹介 台湾企業（約10社）

16:50～17:30・・・・ 台湾企業展示ブース参観 台湾企業（約10社）



開催趣旨

• 台日ソフトウェア企業商談会について

• 台日ソフトウェア企業商談会は、台湾と日本のソフトウェア産業の交流と
双方のビジネスチャンスの拡大を目的として実施するものです。

• 当協会は、2006年より中華民国（台湾）経済部工業局の委託による台日
ソフトウェアの交流およびビジネスマッチングを実施しております。

• 中華民国（台湾）情報サービス産業協会（CISA）

形態 法律に基づく非営利団体

設立 1983年8月

理事長 邱月香

会員数 企業460社以上

URL http://www.cisanet.org.tw/jp
設立
趣旨

•政府の産業政策への協力
•IT・ソフトウェア活用の推進
•情報サービス市場の拡大
•国際交流の増進
•商工業のレベル向上促進
•関連事業者の団結
•業界共同の利益追求

役割 •産学官連携研究の推進

•台湾SW産業の国際ブランド力向上支援

•政府委託事業の実施

•知財支援、人材育成、国際交流

•デジタルトランスフォーメーションの推進

組織 •政府産業政策・環境任務チーム

•産学研究技術協力・商機開拓チーム

•国際化サービス・MOUチーム

•会員サービスチーム



デジタル国家－台湾

IMD世界デジタル競争力ランキング
The 2019 IMD World Digital Competitiveness Ranking

総合第１３位

 ナレッジ…第17位

 テクノロジー…第9位

 変化対応力…第12位



台湾ソフトウェア業界の強み

• 技術力

• 台湾には、国策として長年進められてきた電子機器、電子部品など、先端情報通信

工業の集積と経験が技術力として蓄積されています。

• 台湾製のPC、デバイス、半導体が世界中で愛用されていることは、皆さまもご存知の

とおりです。

• 近年ではAI、IoT、セキュリティ、ビッグデータ、クラウドコンピューティングなど先進技術

を活用したソフトウェア製品やサービスにも国家を挙げて注力しています。

• 人材力

• 台湾の技術力を支える資源の一つは、高い人材力にあります。

• 各企業には、博士・修士課程修了者、欧米留学からの帰国者など、高い技術を持った

人材が豊富におります。

• 国際力

• 台湾ではIT産業は「輸出産業」と位置づけられています。

• そのため国際市場に通用する標準的かつ信頼性の高い技術が求められます。

• また、欧米やアジア各国にも広いビジネスネットワークを持つことが台湾の強みです。



台湾ソフトウェア業界との連携

• 日本においても、今後の技術や市場の変化により

• 大型ＳＩ案件市場の変化

• ユーザーのシステム内製化

• 先進技術への対応

など、ソフトウェア業界は大きく変わることが予想され、
従来のビジネスモデルからの変革が強く求められています。

• そのため、台湾企業と対応した

• 技術連携…台湾の技術を活用した日本の技術との補完

• 人材連携…台湾の人材と連携した日本の人材の高度化

• 国際連携…台湾の企業と連携した日本企業の国際化

による、日本のソフトウェア産業の高度化とともに、
競争力と変化対応力への強化を目指すことが必要であると考えられます。



台湾側出展企業（一覧）
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GEO Informatics Inc.
巨鷗科技股份有限公司

● ● ● ● ● ● ● 高治中
Erik

Inernet Infomation Co., Ltd.
英特內軟體股份有限公司

● ● ● ● ● 李宜樺
Lilian

Cloud Programming Online CO., LTD.
雲程在線股份有限公司

● ● ● 何建澤
Wesley

FUNTEK Inc.
樂堤科技有限公司

● ● ● ● ● ● 周書丞
Mu

FROG-JUMP INFORMATION CO., LTD.
德義資訊股份有限公司

● ● ● 張昌舜
Johnson

Kdan Mobile Software
凱鈿行動科技股份有限公司

● ● ● ● ● ● ● ● 澎瑋琳
Rebecca

GJUN Cloud Technology & Education
Company 巨匠雲科技教育

● ● 陳詣蕎
Angelin

RenAn Information Technology Co., Ltd.
仁安資訊科技股份有限公司

● ● ● ● 陳清安
Frank

TSM Software Technology Co., Ltd.
小松鼠軟體有限公司

● ● ● ● 曾守民
Michael 



支援機関
機関名・出席者職位・氏名 機関紹介

 経済部加工出口区管理処
Export Processing Zone Administration
• 加工処投資科科長 林泰安

• 1966年に設立された、世界初の輸出加工を目的とし
た自由貿易地域。

• 「台湾経済の奇跡」と呼ばれる、台湾産業の急速な
発展は、同輸出加工区の功績による所が大きい。

• 現在は、製造業からIT産業にもフォーカスし、台湾か

ら世界に向けたイノベーションを担う機関としての期
待も大きい。

 財団法人資訊工業策進会
Institute for Information Industry
• プランナー 鄭凱文 Kevin

• 1979年に「科学技術発展法案」の素に設立された、
台湾の情報通信産業の発展を任務とする財団法人。

• 「情報技術の応用推進」「国家の競争力向上」「情報
工業発展環境と条件の整備」「情報産業の競争力向
上」をモットーとし、台湾のIT産業における国と民間企
業の橋渡し役となっている。

 台中市電腦商業同業公會
Taichung Computer Association
• 副総幹事 張景峰 Andy
• マネージャー 洪健原Wells

• 台中市は、台湾中部最大の都市である。
• 同会は1983年に設立された800余社の会員を有す
るIT産業団体である。

台湾企業との協業や、台湾への進出・投資についてのお問合せをお待ちしております。


